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山口県内の裸麦産地の大部分を占める干拓地帯では、登熟期間において早い時期に干上がって子実の

充実が悪くなる「春落ち」現象によって収穫量があがらないという課題をもつ。この課題を解決するた

めに、穂肥追肥時期に重点的に施肥を行う「春まさり」型栽培を新たな栽培技術として検証を進めてい

る。「春まさり」型栽培は、穂肥の重点化において登熟の光合成生産を高く保持し収量を増産しようと

いう狙いがある。この穂肥の増施による裸麦品種トヨノカゼの多収量栽培条件を成長解析法によって解

析をした。 
 
材料と方法 

試験は 2010／2011 年に山口県農林総合技術センターの試験圃場にて、穂肥の増施肥による春まさり

型栽培の効果を調査した。施肥窒素量は、元肥に燐加安 464、追肥（分げつ肥、穂肥）に燐加安 v550
を施した。春まさり型は、元肥と 3 月上旬に行う追肥（穂肥）の量を変えることで、その条件を模索し

た．元肥は 4gNm-2区，6gNm-2区の 2 条件とし，分げつ肥は 2gNm-2のみで，穂肥は 2gNm-2、4gNm-2、

6gNm-2の 3 条件として，これらを組み合わせて 5 水準の処理を設けた．サンプリング調査は、4 月 18
日（開花期）、5 月 2 日（乳熟期）、6 月 3 日（成熟期）に、0.7m×0.75m を地際から刈り取り、穂、葉

身（止葉、第二葉、第三葉、下位葉）、葉鞘＋稈に分け、表面積を自動面積計（林電工 AAM-8 型）にて

測定した。その後、105℃で 30 分、70℃で 48 時間通風乾燥して乾物重を測定した。 
 
結果と考察 

子実収量は，元肥 4gNm-2区では穂肥区間に 10％水準で有意差がみられ，4-2-6 で多く，4-2-2 で少な

かった（第１表）．元肥 6gNm-2区と比較すると，元肥区間，穂肥区間ともに有意差はみられなかった．

全乾物重と穂数も，元肥 4gNm-2区では穂肥区間に 10％水準で有意差がみられ，全乾物重は 4-2-6 で重

く，4-2-2 で軽く，穂数は 4-2-6 で多く，4-2-2 で少なかった．千粒重は，元肥区と穂肥区との間に 5％
水準で有意な交互作用がみられ，元肥 4gNm-2区では追肥 2gNm-2の 4-2-2 が重く，元肥 6gNm-2区では

追肥 4gNm-2の 6-2-4 が重かった． 
CGR は、乳熟期以降の 5 月 2 日～6 月 3 日で 4-2-6 が高く，4-2-2 が低かった（第２表）．4-2-6 は，

乳熟期の GAI が高かったことから CGR が高く，4-2-2 は，乳熟期以降の NAR が低かったことから CGR
が低かった． 
止葉と第二葉の乾物重は，乳熟期において穂肥の多い 4-2-6 と 6-2-4 が重く，穂肥の少ない 4-2-2 と

6-2-2 が軽かった（第３表）．成熟期でも 4-2-6 では重かった．下位葉の乾物重は，乳熟期においても，

成熟期においても元肥の多い 6-2-2 と 6-2-4 が重かった．止葉，第二葉，第三葉とも，成熟期では 4-2-2
で他のどの区よりも軽かった． 

子実収量は，元肥を標肥とするならば，穂肥の追肥量が多いほど穂数，全乾物重が増加することで増

加した．穂肥は，穂数を増加させたものの一穂粒数，粒重は増加させず，6gNm-2 と多く施用すること

で GAI を増加させることで CGR を増加し，2gNm-2と少なく施用することで登熟後半の NAR を低下

させることで CGR を低下した．元肥は，多く施用することで下位葉の乾物重が増加させ，穂肥は，多

く施用することで止葉，第二葉といった上位葉を増加させた．  
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